
Q17　 学校は、ＰＴＡ事業や様々な交流・活動など、保護者や

　　　地域と共に歩む学校づくりを推進している。

Q12　 学校は、道徳教育をはじめとするすべての教育活動を通

　　　して、発達段階に応じて子どもに人権を尊重する意識を

　　　育てようとしている。

Q2　　子どもは、授業がわかりやすいと言っている。

Q3　　学校は、教育方針や教育活動の様子を「学校だより」や

　　　「学年(学級)だより」、ホームページなどでわかりやす

　　　く伝えている。

Q4　　学校は、子どもの成長のために家庭との連携をとっている。

Q5　　学習の内容や進度等を、学習参観、懇談会や学年（学級）

　　　通信などによって、よく知ることができる。

Q6　　通知票は、子どもの学力を適切に評価できるように工夫

　　　されている。

Q7　　子どものことについて、学校に相談しやすい雰囲気がある。

Q8　　学校は、いじめや暴力のない学級・集団づくりに努力し

　　　ている。

Q9　　学校は、子どものまちがった行動には、適切に指導して

　　　くれている。

Q11　 学校は、場に応じた挨拶など、社会や集団生活に必要な

　　　態度を身につけることができるよう指導している。

Q10　 学校は、たてわり班活動や運動会などの様々な行事を通

　　　して、他者を思いやる心や協力して活動すること、自分

　　　に自信を持つことの大切さなどを育てようと工夫している。

　春寒の候、保護者の皆様におかれましては益々ご健勝のこととお喜び申し上げます。平素より本校教育活
動にご理解ご協力を賜り、厚くお礼申し上げます。
　過日は、学校教育アンケートへのご協力ありがとうございました。今年度も学校情報通信アプリ(C4th
Home＆School)を使って実施し、約７７％の保護者の皆様からのご回答をいただくことができました。昨年
度より１０％以上増え、より多くのご意見をいただけたと考えております。
　本アンケートにつきましては、昨年度同様に、子どもたちには児童用アンケート（全学年を対象に全１５
問）を、保護者の皆様には保護者用アンケート（全１７問の設問と、記名式の提言シート）を、それぞれ実
施させていただきました。結果について、以下のとおり報告いたします。

Q13　 学校は、地震、台風、火事、不審者の対応などについて、

　　　避難訓練等を実施して適切な行動をとることができるよ

　　　うにしている。

Q14　 学校は、交通安全指導などを通して、児童の安全につな

　　　がる教育に取り組んでいる。

Q15　 学校は、食育学習や保健学習などの健康教育に取り組ん

　　　でいる。

Q16　 学校は、体育朝会やなわとび運動など、一年を通して子

　　　どもの体力向上に取り組んでいる。

　　◎学校教育アンケート（保護者用）

Q1　　子どもは、楽しく学校に通っている。　　

令和８年２月２５日

保護者の皆様へ

河南町立かなん桜小学校

校 長 　川　崎　大　輔

令和７年度　学校教育アンケートの結果について
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よくあてはまる ややあてはまる

あまりあてはまらない まったくあてはまらない

全ての項目において、肯定的割合（「よくあてはまる｣｢ややあてはまる」の合計）が８４％以上、

かつ約４分の３の項目が９０％以上という、高い評価をいただきました。日頃からの本校教育活動に対

するご理解ご協力に、心より感謝申し上げます。これからも引き続き、保護者の皆様との連携をより深

め、いっしょに相談させていただきながら、子どもたちの成長を見守っていけるように努力していきた

いと思います。

ただ、Ｑ７・８・９の肯定的割合が９０％に達していないことが気になります。とりわけＱ８は、学

校として最も力を注がなければならないことであり、よい評価をいただけていないことをしっかりと受

け止めなければならないと考えます。今年度の評価結果に甘んじることなく、今後よりいっそう気を引

き締めて、子どもたちと向き合ってまいりたいと思います。


